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学校便り
文責 校長 木野秀樹

台風１９号は各地に甚大な被害をもたらしました。全国に及ぶ被災地の中で、福島県の

死亡者数が最も多く、３０名。まだ、行方不明者が１人います。被災した多くの方々に、

心よりお見舞い申し上げます。休校だった学校もほとんどが再開はされましたが、まだ、

学年ごとに別々の学校で、分散して授業が行われている学校もあります。一刻も早い復旧

と、被災した皆様に通常の生活が戻ることを願うばかりです。

花丘祭大成功！
１９日（土）に、令和最初の花丘祭が開催されました。来賓の方、保護者の方、地域の方々が

大勢おいでくださり、拍手と声援を送ってくれました。学校のHPにも掲載しましたが、それぞ

れの生徒がそれぞれの個性を発揮し、一生懸命準備してきた成果を発表してくれました。感動あ

る思い出の一日となりました。大まかな内容は以下の通りです。

＜午前の部＞

○開祭式：ビッグアート披露とデザイン者への表彰、開祭宣言

○少年の主張：3年石山さんの発表

○英語弁論：3年小林くん、伊藤くん、上野くん、1年佐藤さん、渡部くんの発表

○合唱：特設合唱部（生徒全員）による2曲

○マイプロ（総合学習）発表：縦割りの6班編制で郷土について学習してきた内容を寸劇

やクイズ、パワーポイントなどを駆使して発表しました。

＜昼食、休憩時間＞

○展示作品の鑑賞：書写、美術、技術家庭の作品の他、マイランチデー、虫歯の標語など、

完成度の高い作品が展示されました。

○とん汁、甘酒提供：PTAの保護者の方々の厚意で朝から準備してくださいました。

○バザー：会議室に大勢のお客さんが列を作りました。

＜午後の部＞

○学年劇：1年「千と千尋の神隠し２０１９」 2年「かぐや姫～別れと出会いの物語～」

3年「アナと雪の女王～生まれて初めてのLAST STAGE～」

○有志発表：５組の有志が、オタ芸、うた、手話、ダンスなどを披露しました。及ばずな

がら職員合唱も昨年に引き続き、披露させていただきました。

○閉祭式：新旧生徒会役員引き継ぎ、くす玉割り、閉祭宣言、全校生での記念撮影



森林環境学習！
去る10月23日（水）高郷町の実行委員会が主催する雷神山育樹祭「秋の森づくり会」が行わ

れました。地域の実行委員の方々とともに、雷神山に植物を植える作業を行うものです。開会式

で3年生の和田さんが挨拶を述べた後、1・2年生は花壇にチューリップの球根800球を植えま

した。3年生は卒業の記念植樹として「ソメイヨシノ」を植樹しました。この卒業の記念植樹は

平成21年から行われているそうで、卒業生の名前が記載されたパネルもつけられているので、

今後、ずっと思い出に残る物となっていくと思います。

いつものように生徒達は一生懸命取り組み、無事に作業を終えることができました。その後、

地元のご婦人方が作ってくださったとん汁をごちそうになり、教室を終えました。

芸術鑑賞教室！
去る10月7日（月）喜多方プラザ大ホールにおいて、耶麻地区中学生

合同芸術鑑賞教室が開催されました。

この教室は50年にも及ぶこの地区の伝統ある事業だそうで、耶麻地区

の中学生だった保護者の方も、おそらく経験しているということになり

ます。覚えていらっしゃいますでしょうか。本物の、しかも一流の芸術

を体験する機会はそう滅多にあるものではないので、貴重な体験と言え

ると思います。今回の公演は東京芸術座による演劇で、内容も中学生に

はわかりやすい青春ドラマで、自分の生き方を模索する聴覚障害のある

高校生と青年教師の姿は、生徒の心に残る物となったことと思います。

新旧生徒会役員引き継ぎ！
花丘祭の閉祭式で、新旧生徒会役員の引き継ぎが行われました。

文字通り大きな、重いバトンを受け継いだ新役員たち。旧役員を

代表して石山心南さんと上野隼平くんに花束を贈り、石山さんと

上野くんから後輩への熱いメッセージがありました。これまで、

大変お疲れ様でした。新役員の生徒達もその思いをしっかりと受

け継ぎ頑張ってくれることでしょう。

改めて生徒会の新役員を紹介します。

生徒会長 和田 圭代さん（2年）

〃 副会長 長水 海斗くん（2年）

〃 〃 清野ひよりさん（2年）

〃 書記 石山 心音さん（1年）

〃 会計 佐藤 圭くん（1年）

秋の深まりとともに、朝晩は冷え込む日も多くなってき

ました。風邪、インフルエンザの予防に努めるよう、子ど

もたちの体調管理をよろしくお願いします。

保護者の方もどうぞ、風邪など召しませんように・・・！


